
此の度、５月の総会において副会長に選任頂きましたが、伝統ある兵庫工業会の副会長ということで、身の引
き締まる思いでございます。特に私のような小さな会社の経営者が皆様のお役に立てるかどうか、大変心配して
おります。また、弊社は製造会社ではありますが、食品を作っておりますので、機械金属工業の大きな会社が多い
工業会において、どれだけ責任を果たすことができるか不安ではありますが、会員の皆様の為に頑張っていきた
いと思っています。工業会と言うからには、工業中心のかたいイメージが強く、我 と々は違うグループだと思ってい
ましたが、「ものづくり」ということを中心に考えれば、食品会社も一緒だということで、ほっとしております。
今後、日本（兵庫）が世界に打ち勝っていくには「ものづくり」が重要なことは言うまでもありませんが、その中
でもしっかりした技術の伝承や技術のレベルアップが求められるはずです。さらに、その会社のコアな部分や人と
しての基本的な考え方を大切にしていく姿勢が大事なのだと思っています。
今回、私の立場は副会長ですが、人材育成委員長という大変重要なお役を仰せつかっています。人材を育成す
るということは本当に難しく、簡単に出来るとは思っていませんが、担当の皆様や事務局の方 と々一緒になって、
会員の皆様が必要としているプログラムを進めていって、少しでも皆様のお役に立てればと考えています。
現在既に色々なプログラムを進めて頂いていますが、小さな会社の方でも参加しやすいような、又、困ったとき
に相談しやすい環境や仲間づくりが出来るようなプログラムも実行していって、工業会が会員の方々にとって、
もっともっと身近なものになって頂ければと思っています。
積極的に参加していただく方々にはさらにレベルを上げて頂きたいですし、恥ずかしがって（？）参加しにくい
方々には、どうやったら来ていただくことができるか、考えていきたいと思っています。是非、沢山の方に参加して
頂き、仲間を作って頂き、情報交換をしていただければと思います。
私の好きな歴史上の人物に上杉鷹山がいます。皆さんご承知の通り、逼迫した大変な米沢藩の財政を立て直し
た方ですが、鷹山のもっとも素晴らしいところは、やはり人材の使い方だと思います。限られた人材の中、それぞ
れの人の良さを引き出していくわけですが、それぞれの人達が火種になって、その火を広めていきます。
工業会のプログラムに参加して、情報を得て、さらに知識を身に着けた方々が、自分の会社に戻って、火種に
なって、積極的に行動して頂けたら幸いです。
今、日本経済をとりまく一番の問題は労働力の減少です。中小企業の一番の課題は「人材の育成」というアン
ケート結果も出ています。これから先の社業発展を目指すとき、それぞれの能力が今と同じままでは成長を支え
きれないはずです。一人ひとりが、目指す姿を具体的に描き、会社又は業界そして地域の火種になって頂きたいと
思っています。工業会としても、少しでも素晴らしい真っ赤な火が広がるお手伝いが出来れば幸せです。
兵庫工業会の益々の発展と会員の皆様のご健勝を祈念いたしますとともに、今後皆様のご指導、ご鞭撻をお願
いいたします。どうぞよろしくお願いいたします。

兵庫工業会の副会長に就任して 巻 頭 言

公益社団法人　兵庫工業会

副会長　竹田　佑一
（まねき食品㈱　代表取締役社長）
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8月29日㈪午後、恒例となりました「夏のビッグイベント2016」を開催致しました。第15回目の今回はホテルオークラ神戸に
て、兵庫工業会、兵庫県中小企業団体中央会、ひょうご産業活性化センター、関西ニュービジネス協議会の県下経済4団
体共催事業として開催し、のべ参加者数は470名、基調講演～懇親会には200名を超える皆様のご参加をいただき、“もの
づくり”や“地域創生”を考える有意義なサマーセミナーとなりました。実施致しました各イベントは以下の通りです。

「夏のビッグイベント2016」ご報告

ＩoT、インダストリー4.0における現状と先行事例について、IVIエバンジェリスト：鍋野
様、富士通㈱：生方様に丁寧にご説明いただきました。

また、その後の「考えよう、あなたの会社のＩｏT」においてはミツ精
機㈱ 三津社長（兵庫工業会理事）様による、自社のＩｏＴについての
取組をご紹介いただきました。

他団体の分科会のテーマは以下の通りです。
●関西ニュービジネス協議会 「iPS細胞を用いた網膜の再生医療」
●ひょうご産業活性化センター 「『しゅんぺいた博士』と学ぶイノベーションの兵法」
●兵庫県中小企業団体中央会 「これからの『ものづくり』セミナー」

第1部：兵庫工業会分科会　13：00～15：00

講演：「絵文字じゃないのよ　IoT　わが社の活用術」

分科会会場の雰囲気

出迎えをするペッパー君

山村　武彦氏ご講演

過去50年に亘る豊富な現地調査に基づく知見を活かした防災・危機管理に、直近の熊
本地震での教訓も踏まえてご講演頂き、参加者の皆様からも、山村所長の豊富な調査・経
験にもとづく講演内容に、「日頃の日常生活の中で、まずは我が家を安全な場所にする」

「命を守る行動、そのための知識、意識、そして行動力が大切」等々、普段から災害に備え
ておくことが大切だということが改めて理解できた、と好評を博しました。

第2部：基調講演　15：30～17：00

題目：｢中小企業が災害に備える危機管理・事業継続計画（ＢＣＰ）について」
防災システム研究所　所長　山村 武彦 氏

　兵庫工業会 大西会長の開会挨拶に続き、兵庫県中小企業団体中央会 中村会長の
乾杯音頭で幕を開けました懇親会には、第1部各分科会でご参加いただきました講師の皆
様方、また第2部基調講演を頂きました山村武彦氏にもご参加賜り、参加者一同大いに交
流・懇親を深めることができました。
　兵庫県 金澤副知事はご挨拶の中で、「夏のビッグイベ
ントも回を重ね、いろんな情報交換ができる場となった。企
業の皆様方の今後に生かしていただきたい」「産業界の
声を聞きながら地域創生を進めてゆきたい」と述べられ

参加者を励まされました。
最後は関西ニュービジネス協議会 山本理事の中締め挨拶で盛況のうちに「夏のビッグ

イベント2016」は無事終了しました。

第3部：懇親会　17：00～18：30

大西会長挨拶

金澤副知事ご挨拶

今回は会場で「熊本地震義援金募金」を実施させていただきましたところ、61,061円の義援金が集まりました。
皆様の温かいお気持ちは（一社）熊本県工業連合会へお渡しをいたします。紙面をお借りしまして、ご厚意に

感謝を申し上げます。

お 礼
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8月29日㈪午後、恒例となりました「夏のビッグイベント2016」を開催致しました。第15回目の今回はホテルオークラ神戸に
て、兵庫工業会、兵庫県中小企業団体中央会、ひょうご産業活性化センター、関西ニュービジネス協議会の県下経済4団
体共催事業として開催し、のべ参加者数は470名、基調講演～懇親会には200名を超える皆様のご参加をいただき、“もの
づくり”や“地域創生”を考える有意義なサマーセミナーとなりました。実施致しました各イベントは以下の通りです。

「夏のビッグイベント2016」ご報告

ＩoT、インダストリー4.0における現状と先行事例について、IVIエバンジェリスト：鍋野
様、富士通㈱：生方様に丁寧にご説明いただきました。

また、その後の「考えよう、あなたの会社のＩｏT」においてはミツ精
機㈱ 三津社長（兵庫工業会理事）様による、自社のＩｏＴについての
取組をご紹介いただきました。

他団体の分科会のテーマは以下の通りです。
●関西ニュービジネス協議会 「iPS細胞を用いた網膜の再生医療」
●ひょうご産業活性化センター 「『しゅんぺいた博士』と学ぶイノベーションの兵法」
●兵庫県中小企業団体中央会 「これからの『ものづくり』セミナー」

第1部：兵庫工業会分科会　13：00～15：00

講演：「絵文字じゃないのよ　IoT　わが社の活用術」

分科会会場の雰囲気

出迎えをするペッパー君

山村　武彦氏ご講演

過去50年に亘る豊富な現地調査に基づく知見を活かした防災・危機管理に、直近の熊
本地震での教訓も踏まえてご講演頂き、参加者の皆様からも、山村所長の豊富な調査・経
験にもとづく講演内容に、「日頃の日常生活の中で、まずは我が家を安全な場所にする」

「命を守る行動、そのための知識、意識、そして行動力が大切」等々、普段から災害に備え
ておくことが大切だということが改めて理解できた、と好評を博しました。

第2部：基調講演　15：30～17：00

題目：｢中小企業が災害に備える危機管理・事業継続計画（ＢＣＰ）について」
防災システム研究所　所長　山村 武彦 氏

　兵庫工業会 大西会長の開会挨拶に続き、兵庫県中小企業団体中央会 中村会長の
乾杯音頭で幕を開けました懇親会には、第1部各分科会でご参加いただきました講師の皆
様方、また第2部基調講演を頂きました山村武彦氏にもご参加賜り、参加者一同大いに交
流・懇親を深めることができました。
　兵庫県 金澤副知事はご挨拶の中で、「夏のビッグイベ
ントも回を重ね、いろんな情報交換ができる場となった。企
業の皆様方の今後に生かしていただきたい」「産業界の
声を聞きながら地域創生を進めてゆきたい」と述べられ

参加者を励まされました。
最後は関西ニュービジネス協議会 山本理事の中締め挨拶で盛況のうちに「夏のビッグ

イベント2016」は無事終了しました。

第3部：懇親会　17：00～18：30

大西会長挨拶

金澤副知事ご挨拶

今回は会場で「熊本地震義援金募金」を実施させていただきましたところ、61,061円の義援金が集まりました。
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GMB㈱ 奈良本社・工場
DMG森精機㈱ 伊賀事業所　見学会ご報告

　平成28年度　産業・技術振興事業の第1回見学会は、7月21日㈭に行いました。今回の見学会は参加者数46名で、
奈良県のGMB㈱ 奈良本社・工場、DMG森精機㈱ 伊賀事業所を見学しました。

No.
1
2
3
4
5
6
7
8

内　　　　容
見学会行程

時　　刻 詳　　　　細
集合・出発
到着
挨拶・会社概要紹介・工場見学・意見交換
移動・昼食
到着
挨拶・会社概要紹介・工場見学・意見交換
出発
到着

8:00～
～9:30

9:30～11:40
11:40～13:30

～13:30
13:30～17:00

17:00～
～19:30

JR神戸駅（南側駐車場）

GMB㈱ 奈良本社・工場

DMG森精機㈱ 伊賀事業所

JR神戸駅着・解散

　自動車用部品を中心に製造、海外にも展開している企業。エンジンドライブ、ステアリング＆サスペンション、アク
スル、トランスミッション、ベアリング等の生産をライン組立している。精密さが必要な部品を次 と々送り出している
が、品質管理・品質保証の基本方針の取り組みを守り、かつ、より良い製品を作るために日々、生産性向上・継続的
改善の実行を目指し、従業員が一丸となって作業をしていた。

GMB㈱ 工場玄関前での集合写真 会社説明（香田副社長）質疑応答の様子

GMB㈱ 奈良本社・工場

　ものづくりには欠かせない工作機械を製造しているグローバル企業。工場敷地や工場内は整備され、ここが製造メー
カーかと思うくらい綺麗な職場である。製造工程ではセル生産方式、タクト生産ではあるが、ユニット組立ではライン生産
を採用して、生産性を高めている。また、インダストリー4.0やIoTにも積極的に取り組んでいた。
　工場建屋の中の、グローバルソリューションセンター（ショールーム）には、最新鋭の工作機械が多数展示されており、
常にお客様に対応できるようになっていた。

DMG森精機㈱ 工場前での集合写真 質疑応答の様子 会社説明（中南執行役員）

DMG森精機㈱ 伊賀事業所
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理系女子学生との懇談会で感じたこと
～働く場としての県内企業発信の必要性について～

公益社団法人　兵庫工業会
　専務理事　　宮 本 　 要

今年に入り2回にわたって、ものづくり企業での就業を目指す、兵庫県立大学　理系女子学生との
懇談会を開催いたしました。3月には会員企業にお勤めの理系女性企業人と、6月にも若手経営者
グループ「くすのき会」メンバーとの懇談をそれぞれ日刊工業新聞社　神戸新聞社の方に進行を
仰ぎ、開催させていただきました。
今回はその場で私が感じたことについて、紙面を借りて述べさせていただきます。

まず共通して感じたことは、彼女たち理系女子学生が自身のキャリアについて、よく考えており、
キャリアアップについても非常に前向きにとらえているということです。将来働く企業のためどのよう
な形で貢献できるかを考えながら、学業やリクルート活動に対して、真剣に取り組んでいることがよく
理解できました。
そのうえで、結婚・出産・子育てなど将来を考えると、リクルート活動においては福利厚生面を
重視する傾向が伺えます。結果として大企業への就職を目指す方向にあることも理解できます。
ただ、懇談の中で、企業の規模に関係なく、福利厚生面も大企業に負けていない中小企業が多く
あることも分かってもらったと思います。

さて、中小企業の人材確保における弱みとは何かを考えてみますと、その会社の社風を含めた「魅
力」を発信する術が絶対的に不足していることにあるのではないでしょうか？
企業の喫緊の課題として、時にエンジニアの人手不足が挙げられますが、女性の活用以外にも
その解決策はいくつもあると思います。中途採用、外国人雇用、シニア層の雇用延長・再雇用…
ただ、企業の継続的な発展のためには従業員のバランスのとれた年代構成は必須ですし、一定
の割合で若年層を雇用する必要はあります。
今後、兵庫工業会では、エンジニアを目指す若年層が多くの兵庫県内優良企業を知ってもらう
ための事業を、試行錯誤しながら展開をしていきたいと考えております。引き続き、会員会社様の
ご支援ご協力の程宜しくお願いいたします。

最後に、懇談会において良きアドバイスを頂戴し、ご自身の経験を語っていただいた理系女性
企業人の皆様と「くすのき会」のメンバーの皆様に感謝し、御礼を申し上げます。
併せて、この事業にご協力賜りました兵庫県産業労働部　しごと支援課の皆様とマスコミ関係者
の皆様にも深く御礼申し上げます。

日時・場所 懇談会出席者

平成28年3月3日㈭
兵庫県中央労働センター

平成28年6月16日㈭
兵庫県中央労働センター

理系女子学生との懇談会　開催概要

●兵庫県立大学の理系女子学生　5名
●白鶴酒造㈱、兵神機械工業㈱、ミツテック㈱、㈱山本電機製作所
　にて勤務されている技術系女性社員　4名
●司会　日刊工業新聞社　神戸支局　広瀬支局長　様

●兵庫県立大学の理系女子学生　5名
●くすのき会　会員12名
●司会　神戸新聞社　経済部　西井記者　様
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今後、兵庫工業会では、エンジニアを目指す若年層が多くの兵庫県内優良企業を知ってもらう
ための事業を、試行錯誤しながら展開をしていきたいと考えております。引き続き、会員会社様の
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併せて、この事業にご協力賜りました兵庫県産業労働部　しごと支援課の皆様とマスコミ関係者
の皆様にも深く御礼申し上げます。

日時・場所 懇談会出席者

平成28年3月3日㈭
兵庫県中央労働センター

平成28年6月16日㈭
兵庫県中央労働センター

理系女子学生との懇談会　開催概要
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●司会　日刊工業新聞社　神戸支局　広瀬支局長　様

●兵庫県立大学の理系女子学生　5名
●くすのき会　会員12名
●司会　神戸新聞社　経済部　西井記者　様
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兵庫バイオテクノロジー研究会　第49回見学会　ご報告

兵庫バイオテクノロジー研究会では、第49回見学会を平成28年9月6日㈫兵庫県加西市にある「兵庫ネクストファーム」
にて実施しました。
「兵庫ネクストファーム」はテレビでも紹介され、ITを

取り入れた大規模農園であり、兵庫県次世代施設園
芸モデル団地として平成27年7月に完成しています。

見学に先だち、宮野会長の挨拶に続き、兵庫県農
政環境部農産園芸課　和田氏から、この次世代施
設園芸モデル団地の取り組みや事業内容について
説明を聞き、その後に施設内の見学を行いました。

施設の栽培面積は3.6ヘクタールあり、甲子園球場
とほぼ同じハウスの中で、トマトの栽培を行っています。

残念ながら当日は、すでに新しい苗に入替ており、
10月以降の収穫に向けて準備中でした。

モデル農園の取組みについての説明 ハウスの前で説明を聞く参加者の皆様 ずらりと並んだトマトの苗

兵庫バイオテクノロジー研究会では、定例会・見学会を江崎グリコ㈱ 健康科学研究所様で下記の通り開催いたし
ます。今回は研究会会員以外の皆様にもご案内をいたします。この機会に奮ってご参加をお願いいたします。

第97回定例会・第50回見学会のお知らせ
兵庫バイオテクノロジー研究会

日　　時：平成28年11月24日㈭　14：00～17：00
場　　所：江崎グリコ株式会社　健康科学研究所

大阪市西淀川区歌島4－6－5
☎（06）6477－8351

定　　員：40名（定員になりしだい、締切りいたします）

募集開始：10月を予定しています。
参 加 費：研究会の会員外の皆様は

参加費をいただきます。

開　催　要　領

（公社）兵庫工業会　事業推進部
（担当：渡辺・和田）
Tel：078-361-5667

お問合せ先

増え続ける高齢者医療費の公的負担の課題も
相まって、医療界もしだいに「罹患後に治療する
医療」から「病気を予防する医療」へのシフト
チェンジが進みつつある。
そうした観点からも、いま食品メーカーが担う
べきミッションとは何なのか？　次代の健康づく
りのあり方を考えた結果、設立された機関が健康
科学研究所。
“病気になったから食べられない”では、哀しい。
“病気にならないために食べたいものを我慢

する”では、苦しい。
“いつまでも、おいしく食べ、楽しく生きる”。 

（グリコ健康科学研究所ホームページから）

時 間
兵庫ネクストファーム見学スケジュール

内　　容
13:00
13:50

14:00
　
16:00

16:00

JR神戸駅南側駐車場　集合・出発
兵庫ネクストファーム　到着
挨拶
兵庫バイオテクノロジー研究会　会長　宮野　隆　氏
次世代施設園芸モデル団地の取り組みについて
兵庫県農政環境部農産園芸課　和田氏
施設見学
兵庫ネクストファーム　東馬場氏
意見交換会
兵庫ネクストファーム　出発

兵庫工業会では「兵庫バイオテクノロジー研究会」の新規会員募集を始めます。

〜
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大阪・神戸
ドイツ連邦共和国総領事館との交流会

｢外国公館との交流会」開催実績

在大阪ベトナム社会主義共和国総領事館との交流会

レー・クオク・ティーン総領事様 （第1回2013.4.26、第2回2014.6.27）
チャン・ドゥック・ビン総領事様 （第3回2015.6.23）

在大阪インドネシア共和国総領事館との交流会

バンバン　スギアント総領事代行様 （第1回2013.11.6）

在大阪フィリピン共和国総領事館との交流会

マリア　テレサ　L　タギアン総領事様 （第1回2014.11.20）

タイ王国大阪総領事館との交流会

ドゥシット　メーナパン総領事様 （第1回2015.11.4）

大阪・神戸ドイツ連邦共和国総領事館との交流会

ヨハネス・シュヴァイツァ経済担当上級専門官様 （第1回2016.7.26）

ドイツ連邦共和国の国情紹介

兵庫工業会の会員交流事業として、大阪・神戸ドイツ連邦共和国総領事館のヨハネス・シュヴァイツァ経済担当
上級専門官様ほかの方 を々お招きして、「大阪・神戸ドイツ連邦共和国領事館との交流会」を、会員企業16名ほか
総計22名にて、平成28年7月26日㈫に開催いたしました。

兵庫工業会では今秋ドイツ視察を予定しており、そのための情報収集も兼ねて、交流会前半のご講演では、シュ
ヴァイツァ経済担当上級専門官様より「ドイツ連邦共和国の概要」について、お話いただき、ドイツでのIoTやインダス
トリー4.0の動き、マイスター制度等の専門教育の現状、政治情勢や経済情勢などの最新事情を聴かせていただき
ました。ものづくりに関わる技術向上や人材育成に対し、長年に渡り国をあげて着 と々取り組んでいる実状に触れて、
ものづくりをいかに支えるかの意識の違いを強く認識させられる大変貴重な時間となりました。ご講演後、お礼を兼
ねて会員交流委員会 馬場委員長よりご挨拶をいただきました。

交流会後半の懇親会では、参加者を代表して番所委員より乾杯のご発声を、中締めは石田副委員長よりいただ
きました。シュヴァイツァ経済担当上級専門官様との質
疑応答や、ドイツの政治・経済状況などを話題とした会
員同士の情報交換等、参加された皆様の懇親を深め
ることができ、「外国公館との交流会」の会員交流に果
たす役割の重要性を改めて感じました。

今後もこのような機会を設けてまいりますので、会員
企業の皆様のご参加をお待ちしております。

最後になりますが、ヨハネス・シュヴァイツァ経済担当
上級専門官様には、公務ご多忙にも係らずご出席いた
だきましたこと、本誌上をもって、お礼申し上げます。
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兵庫工業会女性会（win-win）活動について

兵庫工業会では、兵庫県下に所在する企業の女性経営者や女性経営管理職の方々が、兵庫県の文化に触れな
がら、幅広く様々な分野の知識を学ぶとともに女性同士の強い絆を築くことを目的に、平成16年度に兵庫工業会女
性会（win-win）を立ち上げ、本年度で12年目の活動を迎えております。

現在、会員数は17名であり、2名のお世話役を中心に講演会、見学会や懇談会などにより、女性同士の交流の場と
して活動をしております。以下に、本年度の活動状況を示します。また、過去数年間に開催した講演会と見学会の事
例を、参考までに記載いたします。いずれも女性会ならではの企画となっており、ご関心のある方々の入会をお待ち
しております。

●六波羅蜜寺、長楽寺、大夫芸（京都市）
●玉木新雌工房、旧来往家住宅、播州織工房（西脇市）
●シューズプラザ、神戸パールミュージアム（神戸市）
●エアバス ヘリコプター ジャパン（神戸市）

見学会

兵庫工業会女性会（win-win）の活動事例ご参考

開 催 日 6月16日㈭
開催場所 センタープラザ西館会議室　於　神戸市
開催内容 「神戸近隣の歴史から街かど学のすすめ」
 園田学園女子大学　名誉教授　田辺　眞人氏
 明治時代、神戸での鉄道開設に伴う裏話や地名の変遷

など、大変興味深い講演でした。次回は、姫路を含む地
域に対象を広げてのご講演を予定しています。

 なお、本講演は、神戸市男女共同参画課「出前講座」と
して開催いたしました。

講演会

開 催 日 9月9日㈮
開催場所 生野銀山（坑道コース）　於　兵庫県朝来市
開催内容 生野銀山坑道は、全長約1000ｍ、気温約13度と肌寒く、

江戸時代の岩肌にはノミの跡がいまだに残っているなど
約40分の地元歴史に触れる貴重な見学となりました。昼
食には、鉱山社宅の食卓から生まれた「生野ハヤシライ
ス」を堪能。午後にはイニシャルのペンダントトップの銀細工
作りを体験しました。その後、「播磨屋本店 生野総本店」
を見学しました。

見学会

●「足の健康と靴」　アトリエ　ヨージ氏
●「神戸弁天浜・明治天皇御用邸」　芦屋大学　客員教授　楠本　利夫氏
●「じゃが芋コロッケそっくりなおからコロッケの開発（介護食）」　ブンセン㈱　田中　満智子氏
●「神経刺激で脳と身体を活性化しよう」　常盤大学　教授　柳本　有二氏

講演会

お問合せ：公益社団法人兵庫工業会　TEL．078-361-5667
兵庫工業会女性会の活動にご関心のある方々の入会をお待ちしております。

講演会風景

生野銀山坑道前にて
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ジェミックス株式会社

ジェミックス株式会社　代表取締役　平松慶大と申します。当社は1967年に英国クーパーヒート社と日本総代理店
契約し、溶接後熱処理（PWHT）の機材販売や現地工事を手掛ける専門会社として発足。その後、工業用加熱炉、
誘導加熱装置の設計、製作や、我が国では数少ない全体焼鈍工事などにも手を広げ、各種加熱をワンストップで
ご提供しております。また1981年にはシンガポールに現地法人を設立し、ASEAN諸国でも、国内と同様の事業展開を
しております。

所在地：〒658-0031　神戸市東灘区向洋町東2丁目7-9
T E L：（078）857-6100  F A X：（078）857-6111
U R L：http://www.jemix.co.jp
代表者：代表取締役　平松慶大

くすのき会では、会員企業の相互理解を深めると共に、ビジネスマッチングを
図るべく、会員企業訪問活動などを行っておりますが、当社にても各種成果を
得ております。
写真は、兵庫工業会、くすのき会の会員企業である㈱日本フラッシュ殿に、

開発、製作していただいた「小型熱電対溶接機」です。
従前は主に英国企業から輸入しておりましたが、突如、英国企業から生産

中止を通達され、途方に暮れておりましたところ、平素、くすのき会で顔を合わ
せております、スタッド溶接機では定評のある㈱日本フラッシュ殿の平田社長に
思いが及び、平田社長に相談いたしましたら、「ウチで出来るよ～！」と即答を
いただけましたので、国産化開発に着手する運びとなりました。
熱電対溶接機は、加熱時の重要プロセスである温度計測に用いる、熱電

対を取り付けるための特殊な溶接機で、信頼性が要求されますため、一般的な熱電対溶接機は、スタッド溶接機の中
では小型ながら、工具箱くらいの大きさで数㎏はあるものが主流です。しかし本開発品は、弁当箱くらいの大きさで約
800gと、恐らく世界最小、最軽量ながら、一般的な熱電対溶接機と同性能を発揮いたします。また英国から輸入して
いた同品の短所も改良を施しております。
ニッチ業界でのニーズしかございませんので、年間20台程度の販売を目標にしておりましたが、今年3月に発売開始

したところ、半年弱で13台を販売し、売れ行きも好調です。
くすのき会の中では、これ以外、当社以外でも、様々なビジネスマッチングやビジネス交流が進んでおりますが、若手
経営者、事業後継者を主体とするマッチング、交流のため、とにかく「話が早い」ことが最大の特長かと存じます。
兵庫工業会の会員企業様は申すまでもなく、世界中からのお声掛けも大歓迎いたしますので、どうぞお気軽に

「くすのき会ビジネスマッチング」をご利用ください。

会員企業ビジネスマッチング

私は13年間のサラリーマン生活を経て、事業後継のため2003年に当社に入社いたしました。兵庫工業会とのご縁は、
転職し間もなくの頃、電気工学知識を高めようと、兵庫工業会が開催する研修に参加させていただいたことに始まり、
その後、同じく兵庫工業会の若手経営者、事業継承者の育成事業「くすのき会」にもお誘いいただきました。
当時は、「面白くなければ抜けてやろう」くらいの軽い気持ちだったのですが、いつの間にかすっかりハマってしまい、

現在は公私に渡る貴重な人脈の一つになっております。
更にあろうことか、本年度からはくすのき会の代表幹事を仰せつかり、兵庫工業会の役員の皆様方や、くすのき会OB

諸兄のご薫陶を賜り、また幹事、会員各位のご協力を得て、くすのき会の運営にも従事しております。

兵庫工業会・くすのき会とともに
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しております。

所在地：〒658-0031　神戸市東灘区向洋町東2丁目7-9
T E L：（078）857-6100  F A X：（078）857-6111
U R L：http://www.jemix.co.jp
代表者：代表取締役　平松慶大

くすのき会では、会員企業の相互理解を深めると共に、ビジネスマッチングを
図るべく、会員企業訪問活動などを行っておりますが、当社にても各種成果を
得ております。
写真は、兵庫工業会、くすのき会の会員企業である㈱日本フラッシュ殿に、

開発、製作していただいた「小型熱電対溶接機」です。
従前は主に英国企業から輸入しておりましたが、突如、英国企業から生産

中止を通達され、途方に暮れておりましたところ、平素、くすのき会で顔を合わ
せております、スタッド溶接機では定評のある㈱日本フラッシュ殿の平田社長に
思いが及び、平田社長に相談いたしましたら、「ウチで出来るよ～！」と即答を
いただけましたので、国産化開発に着手する運びとなりました。
熱電対溶接機は、加熱時の重要プロセスである温度計測に用いる、熱電

対を取り付けるための特殊な溶接機で、信頼性が要求されますため、一般的な熱電対溶接機は、スタッド溶接機の中
では小型ながら、工具箱くらいの大きさで数㎏はあるものが主流です。しかし本開発品は、弁当箱くらいの大きさで約
800gと、恐らく世界最小、最軽量ながら、一般的な熱電対溶接機と同性能を発揮いたします。また英国から輸入して
いた同品の短所も改良を施しております。
ニッチ業界でのニーズしかございませんので、年間20台程度の販売を目標にしておりましたが、今年3月に発売開始

したところ、半年弱で13台を販売し、売れ行きも好調です。
くすのき会の中では、これ以外、当社以外でも、様々なビジネスマッチングやビジネス交流が進んでおりますが、若手
経営者、事業後継者を主体とするマッチング、交流のため、とにかく「話が早い」ことが最大の特長かと存じます。
兵庫工業会の会員企業様は申すまでもなく、世界中からのお声掛けも大歓迎いたしますので、どうぞお気軽に

「くすのき会ビジネスマッチング」をご利用ください。

会員企業ビジネスマッチング

私は13年間のサラリーマン生活を経て、事業後継のため2003年に当社に入社いたしました。兵庫工業会とのご縁は、
転職し間もなくの頃、電気工学知識を高めようと、兵庫工業会が開催する研修に参加させていただいたことに始まり、
その後、同じく兵庫工業会の若手経営者、事業継承者の育成事業「くすのき会」にもお誘いいただきました。
当時は、「面白くなければ抜けてやろう」くらいの軽い気持ちだったのですが、いつの間にかすっかりハマってしまい、

現在は公私に渡る貴重な人脈の一つになっております。
更にあろうことか、本年度からはくすのき会の代表幹事を仰せつかり、兵庫工業会の役員の皆様方や、くすのき会OB

諸兄のご薫陶を賜り、また幹事、会員各位のご協力を得て、くすのき会の運営にも従事しております。

兵庫工業会・くすのき会とともに
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新 会 員 紹 介

■事業内容
明治21年創業、日本で最初に幕の内弁当を駅

弁で販売した会社です。創業の地、姫路を中心
に現在では神戸、大阪の駅、百貨店、会議場等に納品しております。
弁当の製造販売をはじめ、仕出し料理のご提供、パーティーの企画
運営、企業給食の運営まで行っています。和風だしに中華麺の「姫路
駅名物えきそば」は、姫路のお客様はもちろん、最近出店しました神
戸のお客様にも親しまれております。

■営業品目
駅弁、弁当、寿司、オードブル、パーティー料

理、仕出し、駅そば、給食

代表取締役社長　竹田　佑一
〒670-0947
兵庫県姫路市北条953
079-224-0255
079-284-8481
http://www.maneki-co.com
4800万円
380人

代 表 者
所 在 地

T E L
F A X
U R L
資 本 金
従業員数

まねき食品株式会社

■事業内容
「建築を通しての社会貢献」をミッションとし

て、人の心を潤し、企業のブランドを高め、街を
活性化させる活動に取り組んでおります。ゼネコン設計部での豊富な
経験を活かし、デザイン・品質・コストのすべてを満足する建築をご提
案。環境と調和し、素材を活かした建築が特徴です。新築計画の他、
施設全体のマスタープラン・リノベーション・遊休不動産活用などのコ
ンサルティング事業も行っております。

■営業品目
一般建築（事務所、生産・商業施設他）の企

画・設計・監理、コンサルティング

代表　久武　正明
〒659-0003
兵庫県芦屋市奥池町19-14
〒659-0067
兵庫県芦屋市茶屋之町4-14-302
0797-62-7650
0797-62-7651
http://www.hisatake.jp/
7人

代 表 者
所 在 地

T E L
F A X
U R L
従業員数

久武正明建築設計事務所

平素は、（公社）兵庫工業会の諸事業に対しまして、温かいご支援とご協力を賜り、心から御礼を
申し上げます。
さて、今年も昨年に引き続き会員交流懇親会“忘年パーティー”を予定いたしております。
会員の皆様におかれましては、ご予定賜りますよう宜しくお願い申し上げます。
尚、詳細につきましては改めてご案内させていただきます。

日　時：平成28年12月6日㈫　16：30～19：00
場　所：神戸ポートピアホテル　本館　B1F「偕楽の間」

神戸市中央区港島中町6丁目10－1　☎078（302）1111
参加費：13,000円／人

会員交流懇親会“忘年パーティー”（ご案内）
平成28年度

開　催　要　領



公益社団法人
兵庫工業会

〒650-0011　兵庫県神戸市中央区下山手通6丁目3番28号 兵庫県中央労働センター３階
TEL 078（361）5667／FAX 078（371）4336／Eメールアドレス mail@hyogo-ia.or.jp
URL http://www.hyogo-ia.or.jp

本 部
神戸事務所

〒670-0962　姫路市南駅前町123 じばさんびる 3 階
TEL 079（223）8230／FAX 079（223）8231

姫路事務所

ご入会・セミナー・講演会・研修などのお問合せ・お申込みは…

第１号議案　会員の入会について
報告事項　　平成28年度事業について　他

　平成28年8月29日㈪15時00分からホテルオークラ神戸にて開催いたしました。
　次の議案について審議が行われ、満場一致で承認可決され平成28年度第2回理事会は滞りなく修了しました。

平成28年度　第２回理事会　ご報告

議案

イベント情報
場　所月　日

10月5日㈬～6日㈭
10月20日㈭
10月28日㈮

10月30日㈰～11月6日㈰

事業名・内容
会員交流見学会
第4回幹部育成研修
第2回現場安全研究会
ベトナム海外商談会・ミッション

富山県　日本高周波鋼業、不二越
神戸市産業振興センター

㈱ＩＨＩ　相生事業所
ベトナム（ホーチミン・ハノイ）

会 員 動 向

住所変更
企　業　名 新　住　所 変　更　月

日清テクノス株式会社
久武正明建築設計事務所

〒675-0023　加古川市尾上町池田2184番地
〒659-0067　芦屋市茶屋之町4-14-302

平成28年8月
平成28年8月

新入会員
企　業　名 所　在　地登　録　者　名

まねき食品株式会社
久武正明建築設計事務所

代表取締役社長　　竹田　佑一
代　表　　　　　　　久武　正明

姫路市
芦屋市

代表登録者変更
企　業　名 変　更　月新　登　録　者

コベルコ建機株式会社　大久保事業所
㈱ＷａｖｅＴｅｃｈｎｏｌｏｇｙ
山陽三菱電機販売株式会社　兵庫支社
松村石油株式会社　神戸工場
神鋼ケアライフ株式会社
神鋼不動産株式会社
川崎重工業株式会社
関西電力株式会社　神戸支社
グローリー株式会社
神鋼検査サービス株式会社
アワジダイヤモンド工業株式会社
菱工株式会社
川重商事株式会社
株式会社福原精機製作所

クレーン事業本部長　小村　和也
代表取締役社長　　　石川　高英
取締役兵庫支社長　　安岡　孝浩 
取締役工場長　　　　今福　丈二
代表取締役社長　　　中根　義信
取締役社長　　　　　花岡　正浩
代表取締役　　　　　金花　芳則
理事神戸支社長　　　松本　眞一
取締役 常務執行役員　小谷　　要
代表取締役社長　　　笠島　基嗣
代表取締役社長　　　白石　順一
代表取締役社長　　　立藤　幸博
代表取締役社長　　　紀山　滋彦
代表取締役社長　　　岡山　敏弘　　

旧　登　録　者
杉浦　正裕
園田　琢二
大野　峰広
大倉　昭三
花岡　正浩
公文　康進
村山　　滋
笹川　敬祐
松下　秀明
後藤　正宏
吉本　昭典
棟方　徹志
谷澤　篤志
羽生　敏勝

平成28年4月
平成28年4月
平成28年4月
平成28年4月
平成28年6月
平成28年6月
平成28年6月
平成28年6月
平成28年6月
平成28年6月
平成28年6月
平成28年6月
平成28年6月
平成28年8月


